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敦煌美術東西交界史論

世
界
最
大
の
仏
教
石
窟
寺
院
・
莫
高
窟
を
擁
す
る
敦
煌
は
、
河
西
（
中
国
）
と
タ
リ
ム
盆
地

（
西
域
）
が
境
界
を
交
わ
ら
せ
る
地
、
す
な
わ
ち 「
東
西
交
界
地
」 

で
あ
り
、
さ
ら
に
南
に
青

海
・
チ
ベ
ッ
ト
高
原
と
北
に
蒙
古
高
原
を
臨
む
。
そ
の
た
め
、
こ
の
地
に
は
様
々
な
文
化
が

吹
き
込
ん
で
く
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
交
界
地
で
あ
り
つ
つ
武
威
、
酒
泉
を
結
ぶ
河
西
回

廊
の
幹
線
ル
ー
ト
の
延
長
線
よ
り
も
南
側
に
位
置
す
る
た
め
、
本
質
が
諸
要
件
を
増
減
し
な

が
ら
循
環
、
滞
留
を
繰
り
返
し
て
、
独
自
の
美
術
史
を
形
成
し
た
。
そ
の
様
相
は
、
日
本
の

そ
れ
に
通
じ
、
両
地
が
ア
ジ
ア
で
最
も
仏
教
美
術
を
保
存
状
態
良
く
ま
と
ま
っ
た
形
で
残
し
、

日
本
へ
の
仏
教
伝
来
の
年
（
五
三
八
）
に
敦
煌
で
最
初
期
の
紀
年
銘
を
持
つ
洞
窟
が
開
か
れ

た
事
実
も
全
く
の
偶
然
と
は
思
わ
れ
な
い
。
本
研
究
は
、
莫
高
窟
の
特
色
あ
る
共
通
点
を
持

つ
洞
窟
、
す
な
わ
ち
第
二
八
五
窟
（
六
世
紀
前
半
）、
第
三
二
三
窟
（
七
〇
〇
年
前
後
）、
第

七
二
窟
（
十
世
紀
半
ば
）
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
た
上
で
そ
の
結
果
を
基
軸
と
し
て
敦
煌

美
術
の
本
質
な
ら
び
に
各
時
代
の
性
質
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

                                                         （「
序
章
　
本
研
究
の
目
指
す
と
こ
ろ
」
よ
り
抜
粋
）

世界最大規模を誇る仏教美術遺跡である、
敦煌の莫高窟の成立と展開を新出の資料を交えて描き出す―
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本書は、図像研究を通して石窟空間全体の構想を読み解くという視点をも
ち、長期にわたる現地調査によって得た図像資料と綿密な読解を加えた多
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第
一
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莫
高
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朝
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の
系
譜

第
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石
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第
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融
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史実と虚構のはざまで生成されるイメージをめぐって―不可思議な事績を
示した神異僧 （じんいそう） を紐帯として繋がり合う仏教美術。  日本と中国
の研究者による 9本の論考を収録し、 美術伝播の様相を読み解く。 
本書は、2017 年に大和文華館で開催された、 神異僧をめぐるシンポジウム
をもとにした画期的な論文集。

敦煌は古来より東西の様々な文化が交差する地であり、世界最大の仏教石窟寺院、莫高窟の諸石
窟は時代とともに複雑な展開をたどった。中国の南朝時代から唐代を経て五代へ至る各時代の諸
石窟について、最新の研究成果をもとに詳細な検討を加え、各時代の特質を浮かび上がらせる。
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